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研究成果の概要：リスク社会と規範についての概括的導入を行い、続いて、リスク社会と道

徳・連帯の問題を詳細に検討し、これを特にリスク社会における信頼の問題として理論的に検

討した。本研究を貫く論点である個人と社会を「切る」ということの可能性について、ルーマ

ンの業績を参照しながら、「切る」ということの具体的あり方について検討したものである。 

本研究によって得られたリスクと公共性、連帯と監視についての社会学的見通しは、今後、

「リスクと監視と個人化の行方―個人と社会を「切りつつ結ぶ」社会学の可能性―についての

研究」として引き継がれ、更に論点が深められる予定である。 

 最終報告書として『リスク社会と道徳規範―社会と個人を「切る」社会学の可能性について

の研究―』（平成 21 年３月付、全 73 頁、印刷製本済）を作成した。 
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１．研究開始当初の背景 

現代社会学は「ポスト近代」的諸理論の徹

底的近代批判と、「リスク社会」という新た

な状況に直面して、理論的にも実践的にも多

くの課題と困難を抱えている。社会学がそれ

らの諸問題に応え、そのアクチュアリティを

保持するためには、社会学という学問をその

成立に遡って根本的に考え直し、個人と社会

を「切る」理論として根本的に書き替えられ

る必要があった。 
 
 
 
２．研究の目的 

これまでの社会学は、行為論、システム論、

相互作用論などの用語によってその歴史が

語られてきたが、このような語り方は現代的

課題を解決する際の足枷にもなっている。今

日の社会において基本的に問い直されてい

るのは個人と社会の関わりを問い直す問題

群であり、個人のライフスタイルや価値観の

多様性と両立させつつ、いかにして社会が可

能になっているのかを理論化することが求

められた。 

これは本来、古典的社会学以来の基本的テ

ーマであったはずであるが、社会学の理論的

発展の中で忘れ去られてきた問いでもある。

社会学という学問がもともと個人と社会を

「結びつける」ことに大きな努力を払ってき

た学問であることを思い出すならば、正にそ

のような努力の延長線上に、現にある社会学

とは異なった社会学の姿が描かれねばなら

なかった。 
 
 
 
３．研究の方法 

研究は三つの方向で進められた。第一は、

古典的理論と現代的理論の対比、殊にデュル

ケーム＝パーソンズの規範主義的道徳理論

と、ハバーマス＝ルーマンのポスト近代的道

徳理論の再吟味であった。 

 第二は、個人と社会の結びつきが希薄化し

つつある実情を扱った文献・資料をできるだ

け多く参照することであった。それらの理論

的成果を吸収しながら日本の現状を踏まえ

つつ、リスク社会の道徳規範が、個人と社会

を「切る」ことに収斂してゆくことを確認し

た。 
 
 
 
４．研究成果 

本研究課題の成果としては、平成 17 年度 

から平成 20 年度にかけて、幾つかの著書・

論文を発表したが、学術雑誌に掲載された４

つの論考を軸としつつ、最終報告書として

『リスク社会と道徳規範―社会と個人を「切

る」社会学の可能性についての研究―』（平

成 21 年３月付、全 73 頁、印刷製本済）を作

成した。全体は３章と補論という構成である。 

目次は、以下の通りである。「はじめに」、

第一章「リスクと不安：グローバル化、公共

性、連帯」、第二章「「社会的なもの」の純化

か終焉か？」、第三章「信頼論の構造と変容：

ジンメル、ギデンズ、ルーマン」、補論「Liebe 

als Passion  (N.Luhmann)  解釈のための

ノート―親密性のメディア―」。 

第一章では、リスク社会と規範についての概括

的導入を行い、その後、第二章ではリスク社会と

道徳・連帯の問題を詳細に検討し、第三章では、

これを特にリスク社会における信頼の問題として

理論的に検討した。補論は、本報告を貫く論点で

ある個人と社会を「切る」ということの可能性に

ついて、ルーマンの業績を参照しながら、「切る」

ということの具体的あり方について検討したもの



である。 

 本研究によって得られたリスクと公共性、連帯

と監視についての社会学的見通しは、次期の研究

課題『リスクと監視と個人化の行方―個人と社会

を「切りつつ結ぶ」社会学の可能性―についての

研究」に引き継がれ、更に論点が深められる予定

である。 
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